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1938年3月の天象
星座　私達の頭上には，いま，淡い銀河が西よりに北から南へ走ってみるが，

　それに漕って輝く著しい昏々のため，その存在は氣附かれ難い．實際，極く

　小さな條件によっても私達の眼界から消え去ってしまふほど，この銀河は弱

　魅しいものである・

　　“カシオペヤ”“ペルセウス”から“おほV・ぬ”に至るまでの星の並びは幾

　度もくりかへして仰ぐ私逮に飽きぬ興味を感ぜしめる・これらの星と星の群

　との上に遠V・昔から積りっもった即興は，いつも私達の胸によみがへって來

　る・このやうな美しい昔語りが，今までに，どれ程多くの人々に星への憧れ

　を湧きたたせ，どれ程多くの槻測者達の心を奮ひたたせたことであらう・ま

　こと，翻かに凍った闇の中から星を見上げる私達に，まっすぐに迫って罵る

　ものは無限の意味を含んだあの瞬きである・

　　天の東：牛には“おほくま”と“しし”とが大きな姿をひろ．げてるる・一つ一一

　つではそれほどの意味もない星々ではあるが，それがこのやうに一・つの繋が

　りとなると面白く見られるやうになる・一個の星としても，また星の群とし

　ても，何れに於ても興味深い西室の黙々に比べて際だつた封照をなしてみる・

愛光星　蝕攣光星“アルゴル”ぱ今月は11回の極小期をもつてみるが，月光に

　も妨げられ，もう観測の時季も外れてしまった，秋，東：天にあらはれるまで

　の牟年聞は我々との交渉は絶たれる．

　　夜牛をすぎると“てんびん”座が東に昇り，その“デル〃”星（アルゴル型

　蝕攣光星）が懐しい姿を見せる．

彗　星　“ゲ1ル”彗星（1927VI）は，磯表された高高によれば，今春四月20
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　日頃に近日黙を通るらしく，一月末に“蛇遣ひ”座φ星の西方を，二月末に

　“いて”座μ星の北方約1度を過ぎ，赤緯負20度の線に沿って四月上旬には

　“やぎ”座η星に近づくものと思はれる・地球へ接近するのも四月・中旬と豫

　想されてるるが，光度は10級位であらう．

流星　今月は著しいものは豫想されてをらぬ．

海王星　“しし”座q星の南東を西北に逆行してみる．11日に封衝となる．地球

　に最も近く観

　測の好期であ
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　束：方を順行中
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　で太陽に追ぴ

　つかれ來月に

　は全く見ちれなくなるr

土　星　春分瓢の東方を順行中で光度約1級・太陽に近くて見えぬ，

木星　“やぎ”座‘星の北を順行中，太陽から次第に離れ曉に現れる．

火星　“うを’乳座より“ひつじ”座へ順行する．槻望に適せぬ．

金星　“みつがめ”座から“うを”座ρ・ぐんぐんと走り，宵の明星として甦へ

　って來た．光度は負3．4．
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　　　　8日に太陽を追ひ越し（外合）“みつがめ”座から“うを”座に進み宵

　天に現はれ，刀末から霜月上旬にかけて競望に適する・光りは負1級よりも

　明るい．また，2Q日頃には“うを”座の南部で金星，土星と．會合して夕の西

　室にその美を競ふ，

太陽　“みつがめ”座より“うを”．座に進み21日に春分瓢を通過する．春の恵

　みが漸く現れはじめて來た．（P）


